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1) 平沢要『電気事業経辞講話』上巷.， 1927年， 229へー ター























































的意義Jw.社会経済史学j26巷6号， 1961年一栗原東洋編『現代日本産業畢再史E 電力J.1964 
年一伊藤武夫「大正期における電力資本の蓄積過程J W新潟究学経済論集~ 14号， 1973年a 高村
直助「独占資本主義の確立と中'J企業H 岩浪講亜 日本歴史， 18急 1975伝橋本寿朗 rW五大
電力』体制の成立E電力市場町展開(1)， (2)， (3)J W電通士学報:.!I27巻2号， 1977年， 28 
巻 l号.28巻2号， 1978年ロ
6) 前掲高村論丸 66ベー ジ.
7) 前掲高村論文，田へ ジ。








































11OC:tJ(11) 1 i'U(KW) 1竜 F 臨 l 円 j電灯 佃 同〈ー  温斗同(KW)じ三也土
1889年 400 100 
1894 3，740 200 
1896 8，598 ? 360 
19日6 30，062 ? ? 710 
19日7 36，062 1，239 283 1，079 2，550 
1909 54，937 1，791 425 959 2，910 
1911 100，042 2，929 784 1，801 9，250 
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1898 5.25 654 
1905 3.26 1.4G4 
1906 5.15 1，466 
1916 3.37 1，902 
1920 17.59 1，9GO 
有沢広巳編『現代円本産事講座」







































































直t.J1 :k1J 1 計
1904年 H，347 28，941 
1905 11，963 4日，041
1906 13，925 44，819 
1907 25，691 48，728 
1908 44，341 58，451 
1909 57，126 61，895 
1910 79，271 87，037 
1911 116，331 107，896 
1912 199，180 146，557 
1913 285，752 173，363 
1914 376，936 177，939 
1915 395，156 179，139 
1916 420，271 177，756 
1917 454，333 198，829 
1918 512，344 204，437 


















































































東邦電 力 『東 邦電 力技術史』,1941年,
要 覧』 大正元年,第14回か ら作成,




2-4ペー ジな らびに 『電 気事業
水力発電所 最終消費者
嘩 盤 ・・火f一 「曝一次変電所 一→二次変電所一 →変 圧 器
一次配電線二次送電線 ↓
11,000V大口消費者2,300V.
強化 した。 その発 電力は合 計で約13,000KWであ り,1911年の名古屋 市場の消
費量 である4,730KWの3倍 近 くに達 したので ある。 第2の 強化点は、 同社 の
供電組織 に高圧送電線 や変 電所 な どの送 電設 備が加 えら.れた ことで ある。両水
力発電所 が市場ゆ ら数十km離 れた河川 に置 かれたので,市 場 までの輸 送 に数
万V以 上 の高圧送 電が 必要 とな ったのであ る。 この ような発送電体 系は近代的
な電 力業 にお け る発送 電体 制の原型 とな った。名 古屋 市場 の消費をは るか に上
回る電力 を単独で供給 しうる供電組織 の建設 が,他 資 本の参入を不 可能 とす る
吟












巴 )1 1908年 750 240，000 
長 良 I1 1910 4，200 1，804，794 
ノL 百 津 1911 8，700 6，961，658 
七 宗 1925 6，150 3，893，738 
上 麻 生 1926 24，300 11，623，859 
金 rLi 1929 6，400 2，887，769 
東邦電力『営業報告書』大正 12年下期への添付資料および
















































(単位， 100万宜WH)1m nl して生じた市場構造の変化と全国
電灯|電力|計 卜増加琵

























































要総量は 1914年の 11億 KWHが
1924年には51億KWHに増加した。
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110 (554) 第 127巻第6号
第7衰 名古屋電灯・東邦電力関西地域における供給力と消費の推移/
(単位.KW) 
|供 l給力 ω1 消 費同 1 (A) l電灯思岡動機刊帥+倒|その他| 計 |同
1914年 17，450 17，450 4，629 3，811 8，440 
1916 21，880 2，000 23，880 3，828 6，148 9，976 8，4661 18 
1918 27，470 15，000 42，470 5，452 8，998 14，450 13，7181 28 
1920 27，470 15，000 42，470 6，487 11，626 18，113 17，242 35，355 
1922 31，470 30，070 61，540 15，709 21，281 36，990 28，194 65，184 
1923 38，473 58，3日O 96，773 26，077 31，441 57，518 44，198 101，716 
1924 40，563 68，300 108，63 30，239 44，999 75，238 46，617 121，655 
1925 81，469 94，620 176，089 35，984 39，336 75，320 59，414 134，734 
1926 110，069 115，090 225，159 36，659 38，577 77，236 84，488 161，724 
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29)前掲 r東邦電力史" 44へー ジ。
30) 九州電灯鉄道の亘社長であった松永は，旧知の間柄であった福沢挑介に代って，同社における
事実上の経宮者となった.
114 (558) 第 127巷第6号
















電電圧の 2，300Vから 3，50OVへの昇圧o 1' 局地的な電圧低下の防止" (3) 引i:>，糠の改良内
14 名甘屋市外廓送電線の建設ー さらに翌年には，同社調査部が「名古屋地方ヱ於ケル十年計画」
を売表し.130.凹OKWにのぼる尭電所建設の計画をあきらかにした。

























34) 詳細は前掲『東邦電力技柿史.JJ. 148-279ミ ゾ参照ロ






















































1925年 32，000 23，000 15，GOO 13，000 
1926 33，000 30，000 13，000 31，490 
1927 34，日00 40，000 13，00日 36，720 
1928 34，000 50，口00 13，000 36，720 
1929 28，000 50，000 13，000 39，720 
1930 36，000 80，000 6，50日 39，340 
1931 28，000 90，000 11，500 39，340 




35) 三宅清輝『松永安左ヱ門~， 1田l年.109ヘ ジ。
36) 契約本文は『電奉J3(]号. 19~弘年 4 月， 52-54く← :)0
























































120 (564) 第 127巻第6号
を含む大需要中心地へ向けて大量の電力を供給する能力を持ち，さらに数県に
またがる規模に拡大された供電組織が存在した。そのうえその確立に当って，
他の電力資本との一種のカルテル行為が非常に重要な役割をはたした。これら
の点からみて，この地域的独占の確立こそが，近代的電力独占体成立の指標だ
と考えてきしっかえないであろう。東邦電力は1920年代のなかばに電力独占体
へ転化したのである。
(1981・1)
